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別紙１

主要な機関の発がん性評価の分類基準
（△はケースバイケースで判断）

ＧＨＳ ＩＡＲＣ ＥＵ ＣＬＰ規則 日本産業衛生学会（ ）

ヒトに対する発がん性が ヒトに対して発がん性がある( ) ヒトに対して発がん性be
知られている( ) があると判断できる１Ａ １ 第１群known

ＧＨＳの基準を○ヒトで、十分な証拠がある場合
○ヒトで、がん発生の因 △ヒトでは十分な証拠と言えないが、動 ○疫学研究からの十分使用
果関係が確立された場 物試験で十分な証拠があり、ヒトにお な証拠がある場合
合 いて、関連する発がん作用機序を通し

て作用することを示す強固な証拠があ
る場合

ヒトに対しておそらく発 ヒトに対しておそらく発がん性がある ヒトに対しておそらく
がん性がある ( ) 発がん性があると判断１Ｂ ２Ａ 第２群probably

( ) できる（証拠が比較的presumed Ａ
十分）○ヒトで限定的な証拠があり、動物試験

○動物試験で十分な証拠 で十分な証拠がある場合
がある場合 △動物試験で十分な証拠があり、ヒトで ○疫学研究からの証拠

△ヒトでも動物試験でも も機能する作用機序による誘発を示す が限定的で、動物試
証拠が限定的である場 強固な証拠がある場合 験で十分な証拠があ
合 △ヒトで限定的な証拠がある場合 る場合

ヒトに対する発がん性が ヒトに対する発がんの可能性がある ヒトに対しておそらく
疑われる( ) 発がん性があると判断２ ２Ｂ 第２群suspected

( ) できる（証拠が比較的possibly Ｂ
十分でない）○ヒト又は動物実験の証

拠があるが、確実に１ ○ヒトで限定的な証拠があり、動物試験
に分類するには不十分 では十分な証拠があるといえない場合 ○疫学研究からの証拠
な場合 △動物試験で十分な証拠がある場合 が限定的で、動物試

△証拠の強さ等を考慮し △動物試験で十分ではない証拠があり、 験からの証拠が十分
たうえで、ヒト又は動 作用機序等からの証拠が一緒に得られ でない場合
物試験で限定的な証拠 ている場合 ○動物試験で十分な証
がある場合 △作用機序及び他の関連データに由来す 拠がある場合

る強固な証拠がある場合

３ （省 略）
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ＡＣＧＩＨ ＥＰＡ( ) ＥＰＡ( ) ＥＰＡ( ) ＮＴＰ1986 1996 2005
確認されたヒト発がん ヒト発がん性因 ヒト発がん性が知ら ヒト発がん性である ヒト発がん性因子で
性因子( ) 子 ( ) れている／可能性が ( ) あることが知られてＡ１ Ａ Ｋconfirmed be beK/L Ca

高い いる ( )H ○因果関係を確信さ knouwn
○疫学的研究からの証 ○疫学研究から せる疫学的証拠が( )known/likely
拠に基づき、ヒトに 十分な証拠が ある場合 ○ヒトで、十分な証
対し発がん性がある ある場合 ○疫学研究、又は疫 △動物試験で広範な 拠がある場合

学研究と試験結果 証拠があり、がん
の組合せにより、 の誘発の重要な前
ヒト発がん性が知 駆現象がヒトでも
られている場合 起こる等の条件が

○もっともらしい因 すべて満たされる
果関係を示す疫学 場合
研究と、強い試験

疑わしいヒト発がん性 おそらくヒト発 ヒト発がん性である 合理的にヒト発がん的根拠の組合せに
因子( ) がん性因子 可能性が高い 性因子であることがＡ２ Ｂ より、ヒト発がん Ｌsuspected

( ) ( ) 予測される○ヒトに関するデータ 性が知られているprobable likely
reasonablyは適切であるが、Ａ ように扱うべき場 ○ヒトのばく露とが Ｒ (

)１に分類するには十 Ｂ１ 合 んの間のもっとも anticipated
分でない場合 ○疫学研究から ○ヒト発がん性に関 らしい関連性が証

○動物試験で、労働者 限定的な証拠 連する、又は関連 明され、裏付けと ○ヒトで、限定的な
と関連のある用量、 がある場合 することが仮定さ なる生物学的、実 証拠がある場合
ばく露経路、作用機 れる作用機序によ 験的証拠がある場 ○動物試験で、十分
序等において発がん り、腫瘍の生成又 合 な証拠がある場合
性を示す場合 は生成が予測され ○複数の動物種、性 ○ヒト又は動物試験

るため、ヒトでが 別、系統、部位又 での証拠は十分な
んを生じる可能性 はばく露経路で陽 いが、確認された動物発がん

Ａ３ Ｂ２ が高い場合 性の結果の場合 十分に特定された性因子( )でconfirmed
○動物試験で十 ○催腫瘍研究で、悪 構造関連分類に属あるが、ヒトとの関連
分な証拠があ 性腫瘍の高率発 し、その分類の他は不明( )unknown

○動物試験で、労働者 る場合 生、幼若発症等を の物質がＫ又はＲ
と関連がないかもし 呈する場合等 に該当する場合
れない高用量、ばく 又は、ヒトにがん
露経路、作用機序等 を誘発する可能性
において発がん性を が高い作用機序を
示す場合等 通じて作用するこ

Ｃ Ｓ とを示す説得力の
Ａ４ （省 略） Ｄ （省 略） （省 略） Ｉ （省 略） ある関連情報があCBD
Ａ５ Ｅ る場合NL NL


